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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名	 小野	 順子 
	 

１．教員紹介・主な研究分野	 

・	 専門は地域（公衆衛生）看護学 
・	 主な研究分野	  

研究テーマは高齢者の歩行動作改善に関する介入研究 
地域で自立して生活する高齢者がその自立した生活を継続するためには「歩行能力を維持す

る」ことが重要である。加齢に伴う心身機能の低下は姿勢や歩行動作の変化をもたらすが、そ

の変化を自覚することは難しい。しかし、歩行能力の低下を自覚する前に自分自身の歩行動

作の変化を認識し、改善することができれば身体機能の維持・増進や要介護状態の予防につ

ながるものと考える。現在取り組んでいる研究では、地域で自立した生活を送る高齢者に対

して広く適応可能な歩行動作の改善方法を模索し、その効果について検証を行っている。 
	 	 	 

２．研究業績	 

①最近の著書・論文	 

・	 山下清香，尾形由起子，小野順子，手島聖子，楢橋明子，野見山美和，地域と共同で実施し

た地域担当制の地域看護学実習の評価，福岡県立大学看護学部紀要，11（2），2014 
・	 楢橋明子，尾形由起子，山下清香，小野順子，手島聖子，野見山美和（2013），A大学におけ
る保健師教育の課題と効果的な教育方法の検討 10（2） 

・	 尾形由起子、小野順子、山下清香、松浦賢長, 「虚弱高齢者の介護予防における保健師の地域
支援技術の特徴」,	 福岡県立大学看護学部紀要第 8巻 2号.2011.3 

・	 守田孝恵，山崎秀夫，高橋郁子，檀原三七子，小野順子, 「糖尿病関連の地域連携に関する全
国自治体調査」平成 21年度厚生労働科学研究報告書（地域における包括的糖尿病ケアシステ
ムの構築とその医学的・経済学的評価に関する研究分担研究報告書）,	 2010.3 

・	 福田吉治、小野順子, 「山口県における特定健診特定保健指導と糖尿病の地域連携について」
平成 21年度厚生労働科学研究報告書（地域における包括的糖尿病ケアシステムの構築とその
医学的・経済学的評価に関する研究分担研究報告書）,	 2010.3 

②その他最近の業績	 

<報告書>	 

尾形由起子，山下清香，小野順子，福智町日常生活圏域ニーズ調査報告書，2013 
<学会発表>	 

・	 小野順子，尾形由起子，山下清香，手島聖子，楢橋明子，「地域で生活する転倒経験のある高

齢者の特性―身体的・心理的・社会的状況の分析―」，第 2回日本公衆衛生看護学会学術集会，
神奈川，2014.1 

・	 尾形由起子，山下清香，小野順子，楢橋明子，木村てるみ，「産後の母親の育児に対する気持

ちと支援の必要性～乳幼児健診結果から～」，第 1回日本保健師学術集会，2012．3 
・	 小野順子，守田孝恵，山崎秀夫，高橋郁子，檀原三七子,「言語教示による高齢者の歩行動作改
善の試み」第 68回日本公衆衛生学会, 2009.10 

・	 高橋郁子，小野順子，原口由紀子,	  「高齢者施設の施設種別による感染対策の比較」, 日本
地域看護学会第 13回学術集会, 2010.7 

・	 Junko Ono, 「THE EFFECT OF CONSCIOUSNESS WALKING FOR ELDERLY FALL 
PREVENTION」, The 20th IUHPE World Conferences on Health Promotion – Geneva 
2010 –, 2010.7 

	 

３．外部研究資金	 

文部科学省科学研究費補助金	 若手研究（B）、「転倒経験のある高齢者の特性と教育介入に
よる転倒予防効果」, 研究責任者，3,260,000円, 2010年度～2013年度 
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４．所属学会	 

地域看護学会、日本公衆衛生学会、日本公衆衛生看護学会 
	 

	 

	 

５．担当授業科目	 

地域看護学実習 A-Ⅰ・2単位・3年・通年、地域看護学実習 A-Ⅱ・2単位・4年・前期、地域
看護学実習Ｂ・4単位・編入 4年・後期、統合実習・2単位・4年・後期、健康教育論・2単位・
3年・前期、地域看護実践論・1単位・3年と編入 4年・通年、公衆衛生看護学Ⅰ・2単位・2
年生・後期、専門看護学ゼミ・2単位 4年・前期、統合実習・2単位・4年・通年 

	 

６．社会貢献活動	 

・	 地域に在住する高齢者を対象とした転倒予防教室の実施（4か所，8回，田川郡福智町） 
・	 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 


